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一

　
二
〇
一
三
年
一
二
月
（
１
）
、
近
藤
和
彦
著
『
イ
ギ
リ
ス
史
10
講
』
が
刊

行
さ
れ
た
。
同
じ
岩
波
新
書
の
『
●
●
史
10
講
』
シ
リ
ー
ズ
の
坂
井

榮
八
郎
著
『
ド
イ
ツ
史
10
講
』（
二
〇
〇
三
年
）、柴
田
三
千
雄
著
『
フ

ラ
ン
ス
史
10
講
』（
二
〇
〇
六
年
）
の
刊
行
か
ら
数
年
以
上
を
経
て

の
待
望
久
し
い
刊
行
で
あ
っ
た
。
本
書
「
あ
と
が
き
」
に
よ
る
と
、

同
シ
リ
ー
ズ
の
企
画
は
、
一
九
九
七
年
七
月
に
開
か
れ
た
英
独
仏
各

巻
の
執
筆
者
と
書
店
編
集
者
の
会
合
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
、
そ
こ
で

は
、
各
国
史
の
「
学
問
的
に
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
叙
述
と
知
的
な
お
も

し
ろ
さ
の
結
合
こ
そ
課
題
」
で
あ
る
こ
と
が
話
し
合
わ
れ
た
（
本
書

三
〇
五
～
三
〇
六
頁
。
以
下
、
本
書
の
参
照
箇
所
は
、
文
中
に
該
当

頁
数
の
み
を
挿
入
す
る
形
で
示
す
）。
し
か
し
、イ
ギ
リ
ス
、ド
イ
ツ
、

あ
る
い
は
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
を
専
門
的
に
研
究
す
る
執
筆
者
た
ち
に

と
っ
て
、
こ
の
課
題
を
新
書
の
限
ら
れ
た
紙
幅
の
な
か
で
達
成
す
る

の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
く
、
前
述
の
会
合
で
も
、
各
著
者
の
「
力

わ
ざ
」
が
必
要
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
（
２
）

。
実
際
、
イ
ギ
リ
ス
史
に
関

し
て
、「
イ
ギ
リ
ス
●
●
史
」
の
よ
う
な
対
象
の
限
定
を
付
さ
な
い

新
書
版
の
学
術
的
な
通
史
（
３
）
は
、
本
書
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど
見
あ
た
ら

な
い
（
４
）

。
そ
の
意
味
で
、
著
者
の
取
組
み
は
積
極
的
に
評
価
さ
れ
る
べ

き
で
あ
り
、
評
者
も
本
書
の
刊
行
を
心
か
ら
よ
ろ
こ
び
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
本
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
目
次
を
「
講
」
の
下
の
階
層
ま
で
示

す
こ
と
で
、
そ
の
概
要
、
あ
る
い
は
特
徴
的
な
点
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
第
１
講
　
イ
ギ
リ
ス
史
の
始
ま
り   

　
　
１
　
イ
ギ
リ
ス
史
と
は

　
　
２
　
自
然
環
境
と
先
史
の
人
び
と 

　
第
２
講
　
ロ
ー
マ
の
属
州
か
ら
北
海
の
王
国
へ   

　
　
１
　
ロ
ー
マ
の
文
明

　
　
２
　
部
族
国
家
、
古
英
語
、
キ
リ
ス
ト
教

　
　
３
　
ノ
ル
マ
ン
複
合
の
な
か
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国 

　
第
３
講
　
海
峡
を
ま
た
ぐ
王
朝   

　
　
１
　
ノ
ル
マ
ン
征
服
か
ら
ア
ン
ジ
ュ
朝
へ

書
　
評

近
藤
和
彦
　

著

『
イ
ギ
リ
ス
史
10
講
』

（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
年
）

青
木
　
　
康
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近
藤
和
彦
　

著
『
イ
ギ
リ
ス
史
10
講
』（
青
木
）

　
　
２
　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

　
　
３
　
百
年
戦
争
と
黒
死
病 

　
第
４
講
　
長
い
一
六
世
紀   

　
　
１
　
一
五
〇
〇
年
こ
ろ
の
世
界
と
イ
ギ
リ
ス

　
　
２
　
主
権
国
家
と
国
教
会

　
　
３
　
女
王
の
伝
説
、
等

　
　
４
　
大
ぶ
り
た
ん
や
国
ぜ
め
し
帝
王 

　
第
５
講
　
二
つ
の
国
制
革
命   

　
　
１
　
論
争
的
な
一
七
世
紀

　
　
２
　
三
王
国
戦
争
と
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
共
和
国

　
　
３
　
王
制
・
国
教
会
・
議
会
の
再
建 

　
第
６
講
　
財
政
軍
事
国
家
と
啓
蒙   

　
　
１
　
長
期
変
動
の
な
か
の
一
六
─
一
八
世
紀

　
　
２
　
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
連
合
王
国
の
政
治
文
化

　
　
３
　
啓
蒙
、
商
業
社
会
、
モ
ラ
ル
哲
学 

　
第
７
講
　
産
業
革
命
と
近
代
世
界   

　
　
１
　
帝
国
と
連
合
王
国
の
か
た
ち

　
　
２
　
促
迫
さ
れ
た
産
業
革
命

　
　
３
　
一
八
〇
〇
年
以
後
の
イ
ギ
リ
ス
と
世
界 

　
第
８
講
　
大
変
貌
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代    

　
　
１
　
ス
テ
イ
ツ
マ
ン
は
豹
変
す
る

　
　
２
　
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
―
─
近
代
の
表
象

　
　
３
　
パ
ク
ス
・
ブ
リ
タ
ニ
カ
と
「
東
洋
の
英
国
」

　
　
４
　
国
際
問
題
、
国
内
問
題 

　
第
９
講
　
帝
国
と
大
衆
社
会   

　
　
１
　
世
紀
の
転
換

　
　
２
　「
大
戦
争
」
と
イ
ギ
リ
ス

　
　
３
　
第
二
次
世
界
大
戦
と
福
祉
国
家 

　
第
10
講
　
現
代
の
イ
ギ
リ
ス   

　
　
１
　
脱
植
民
地
と
多
幸
症

　
　
２
　
サ
ッ
チ
ャ
と
ブ
レ
ア
、
そ
の
後
の
イ
ギ
リ
ス

　
あ
と
が
き

　
索
引

　
こ
こ
に
紹
介
し
た
目
次
か
ら
は
、
本
書
の
イ
ギ
リ
ス
史
論
の
特
徴

が
は
っ
き
り
と
読
み
と
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
、
先
史
時
代
か
ら
現

代
ま
で
の
イ
ギ
リ
ス
の
歴
史
が
時
代
順
に
叙
述
さ
れ
て
い
る
が
、「
長

い
一
六
世
紀
」
か
ら
現
代
に
い
た
る
五
〇
〇
年
あ
ま
り
に
、
全
一
〇

講
の
う
ち
の
七
講
が
あ
て
ら
れ
、
明
ら
か
に
近
世
以
降
が
重
視
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
先
陣
を
き
る
の
が
「
第
４
講
　
長
い
一
六
世
紀
」
で
、

そ
の
１
は
「
一
五
〇
〇
年
こ
ろ
の
世
界
と
イ
ギ
リ
ス
」
と
題
さ
れ
て

い
る
。
ち
な
み
に
、
目
次
に
「
世
界
」
と
い
う
語
が
登
場
す
る
の

は
こ
こ
が
最
初
で
あ
り
、
一
六
世
紀
は
、「
最
初
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」

の
進
ん
だ
時
期
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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こ
の
第
一
の
特
徴
と
深
く
関
連
し
て
、
本
書
で
は
、
各
時
代
の
イ

ギ
リ
ス
史
を
叙
述
す
る
に
あ
た
っ
て
、
グ
レ
ー
ト
ブ
リ
テ
ン
島
、
あ

る
い
は
ブ
リ
テ
ン
諸
島
内
に
閉
じ
た
一
国
史
的
な
見
方
は
と
ら
れ
な

い
。
本
書
で
は
、そ
の
方
針
は
徹
底
し
て
お
り
、本
書
の
第
１
講
「
イ

ギ
リ
ス
史
の
始
ま
り
」
は
、
一
般
に
イ
ギ
リ
ス
史
の
始
点
と
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
紀
元
前
一
世
紀
半
ば
の
カ
エ
サ
ル
の
侵
攻
で
は
な
く
、

現
在
の
ブ
リ
テ
ン
諸
島
に
あ
た
る
場
所
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
に
連
続

し
て
い
た
、
今
か
ら
一
万
年
前
の
氷
期
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
史
を
説
き

起
こ
し
て
い
る
。
そ
れ
に
続
い
て
、
紀
元
前
一
世
紀
か
ら
一
〇
六
六

年
の
ノ
ル
マ
ン
征
服
ま
で
を
概
観
す
る
第
２
講
は
「
ロ
ー
マ
の
属
州

か
ら
北
海
の
王
国
へ
」、
ノ
ル
マ
ン
征
服
か
ら
四
〇
〇
年
あ
ま
り
を

扱
う
第
３
講
は
「
海
峡
を
ま
た
ぐ
王
朝
」
と
そ
れ
ぞ
れ
題
さ
れ
、
い

ず
れ
に
せ
よ
、
イ
ギ
リ
ス
史
の
展
開
に
お
い
て
、
大
陸
と
の
つ
な
が

り
が
決
定
的
な
重
要
性
を
も
つ
要
素
と
し
て
つ
ね
に
意
識
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
そ
し
て
、
前
段
で
述
べ
た
よ
う
に
、
近
世
以
降
は
、
極

東
の
日
本
を
含
む
広
い
世
界
と
の
関
係
に
、
特
に
注
意
が
は
ら
わ
れ

る
。
イ
ギ
リ
ス
の
対
外
発
展
と
産
業
革
命
の
成
功
が
一
方
的
に
強
調

さ
れ
る
こ
と
の
多
い
一
七
世
紀
末
か
ら
の
長
い
一
八
世
紀
を
、
本
書

で
は
第
６
講
「
財
政
軍
事
国
家
と
啓
蒙
」
お
よ
び
第
７
講
「
産
業
革

命
と
近
代
世
界
」
が
カ
バ
ー
す
る
が
、
そ
の
結
論
は
、「
産
業
革
命

と
は
・
・
・
、
第
６
講
で
述
べ
た
年
来
の
貿
易
赤
字
の
解
決
で
あ
」

る
（
一
八
六
頁
）
と
い
う
も
の
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
一
国
史
的
な
成
功

談
と
は
は
っ
き
り
と
趣
を
異
に
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
一
般
に
、
一
国
の
通
史
で
は
、
章
別
構
成
が
、
目
に
つ
き

や
す
い
国
政
の
転
換
点
＝
王
朝
や
君
主
・
為
政
者
の
交
替
劇
を
年
代

順
に
な
ぞ
っ
た
も
の
に
な
り
が
ち
で
あ
る
が
、
本
書
の
場
合
は
、
社

会
的
、文
化
的
要
素
を
、（
も
ち
ろ
ん
単
な
る「
シ
ャ
ド
ウ
・
ヒ
ス
ト
リ
」

と
し
て
で
は
な
く
）
政
治
的
事
柄
と
密
接
に
関
連
せ
ざ
る
を
え
な
い

も
の
と
し
て
、
重
視
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
目
立
っ
て
い
る
。
目
次

か
ら
そ
う
し
た
姿
勢
が
特
に
強
く
感
じ
ら
れ
た
部
分
を
拾
う
と
す
る

と
、
第
２
講
の
２
「
部
族
国
家
、
古
英
語
、
キ
リ
ス
ト
教
」、
第
４

講
の
４
「
大
ぶ
り
た
ん
や
国
ぜ
め
し
帝
王
」、
第
６
講
の
３
「
啓
蒙
、

商
業
社
会
、
モ
ラ
ル
哲
学
」、
第
８
講
の
２
「
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代

─
近
代
の
表
象
」
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
社
会
や
文
化

を
重
視
す
る
姿
勢
は
、
そ
れ
ら
の
部
分
に
と
ど
ま
ら
ず
、
本
書
を
通

じ
て
一
貫
し
て
い
る
と
言
え
る
。

　
こ
れ
ら
の
特
徴
に
よ
っ
て
、
本
書
は
、
二
〇
世
紀
後
半
以
降
の
内

外
の
歴
史
研
究
の
新
た
な
展
開
を
反
映
し
た
記
述
を
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
い
や
、
む
し
ろ
、
イ
ギ
リ
ス
史
の
流
れ
に
大
き
な
影
響

を
お
よ
ぼ
す
こ
と
と
な
っ
た
種
々
の
事
件
、
制
度
、
現
象
等
に
つ
い

て
、
近
年
有
力
と
な
っ
て
い
る
研
究
動
向
に
積
極
的
に
向
き
合
っ
て

叙
述
し
た
結
果
、
本
書
の
上
述
の
特
徴
が
生
じ
た
と
言
っ
た
方
が
よ

り
正
確
か
も
し
れ
な
い
。

　
た
と
え
ば
、
本
書
は
、
一
〇
六
六
年
か
ら
一
二
八
〇
年
こ
ろ
に
及
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近
藤
和
彦
　

著
『
イ
ギ
リ
ス
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講
』（
青
木
）

ぶ
時
期
を
、「
イ
ギ
リ
ス
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
の
主
要
ア
ク
タ
ー
の
一

員
と
な
り
、
ま
た
ブ
リ
テ
ン
諸
島
の
な
か
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と

い
う
点
で
も
重
要
な
こ
と
が
次
か
ら
次
へ
生
じ
」
た
「
長
い
一
二
世

紀
」（
四
五
頁
）
と
と
ら
え
る
こ
と
に
積
極
的
で
あ
る
。
近
世
の
前

半
の
時
期
を
本
書
が
ど
の
よ
う
な
観
点
か
ら
描
こ
う
と
し
て
い
る
か

と
い
う
と
、「
皇
帝
カ
ー
ル
五
世
や
ス
ペ
イ
ン
王
フ
ェ
リ
ペ
二
世
に

な
ら
っ
て
、
ぜ
め
し
帝
王
［
＝
ジ
ェ
イ
ム
ズ
一
世
］
も
、
世
界
に
冠

た
る
『
普
遍
君
主
』
た
ら
ん
と
し
た
の
だ
が
、
い
ず
れ
も
『
複
合
／

礫
岩
君
主
』
と
し
て
の
み
可
能
な
こ
と
だ
っ
た
」（
一
一
九
頁
。［
　
］

内
は
評
者
の
補
い
）
と
い
う
文
章
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
複
合
君

主
制
論
や
礫
岩
国
家
論
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
七
世
紀

末
か
ら
一
世
紀
余
り
の
時
期
の
歴
史
は
、
財
政
軍
事
国
家
＝
戦
費
が

「
関
税
、
直
接
税
、
消
費
税
、
そ
し
て
国
債
に
支
え
ら
れ
る
、
近
代

的
な
財
政
国
家
」（
一
五
八
頁
）
と
い
う
枠
組
み
に
よ
っ
て
説
明
さ

れ
る
。
本
書
の
第
６
講
は
「
財
政
軍
事
国
家
と
啓
蒙
」
と
題
さ
れ
、

財
政
軍
事
国
家
は
本
書
の
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
理
解
の
キ
ー
ワ
ー
ド

と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
用
語
が
歴
史
研
究
者
の
語
彙
に
含
ま
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
せ
い
ぜ
い
四
半
世
紀
を
経
た
に
す
ぎ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
こ
の
よ
う
に
、
本
書
は
、
近
年
の
歴
史
研
究
の
豊
か
な
成
果
を
十

分
に
組
み
入
れ
た
イ
ギ
リ
ス
の
通
史
と
な
っ
て
い
る
。
著
者
は
、
本

書
出
版
の
た
め
の
最
初
の
会
合
か
ら
十
数
年
間
、
精
力
的
に
研
究
の

幅
を
広
げ
、
自
身
の
狭
義
の
専
門
か
ら
遠
い
も
の
を
含
む
イ
ギ
リ
ス

史
の
さ
ま
ざ
ま
な
重
要
論
点
に
つ
い
て
新
し
い
研
究
動
向
も
咀
嚼

し
、
そ
れ
を
生
か
し
た
、
学
術
的
に
意
味
あ
る
最
新
版
の
通
史
を
広

範
な
読
者
に
提
供
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
史

は
、
き
わ
め
て
分
厚
い
研
究
史
を
有
す
る
領
域
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
専
門
家
で
な
け
れ
ば
十
全
に
理
解
す
る
こ
と
も
難
し
い
複
雑
な
論

争
が
戦
わ
さ
れ
て
い
る
点
が
少
な
く
な
い
。
そ
の
よ
う
な
学
界
状
況

を
考
え
る
と
、
著
者
の
努
力
と
、
そ
の
成
果
と
し
て
の
本
書
は
、
き

わ
め
て
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
（
５
）
。

　
た
だ
、
そ
う
し
た
本
書
の
成
立
事
情
は
、
歴
史
学
の
研
究
者
と
は

限
ら
な
い
広
範
な
読
者
を
想
定
し
た
新
書
版
の
通
史
と
し
て
は
や
や

気
に
な
る
叙
述
ス
タ
イ
ル
を
、
著
者
に
強
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

な
い
も
の
ね
だ
り
の
コ
メ
ン
ト
と
な
る
こ
と
を
恐
れ
つ
つ
、
そ
の
点

に
つ
い
て
正
直
な
感
想
を
述
べ
た
い
。
ま
ず
気
に
な
っ
た
の
は
、
本

文
中
に
歴
史
研
究
者
の
名
前
が
多
数
登
場
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
結
果
的
に
、
本
書
の
索
引
項
目
と
し
て
拾
わ
れ
た
人
物
の
う

ち
、
三
人
に
一
人
は
研
究
者
が
し
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
通
史
と
い

え
ば
、
各
時
代
の
国
王
や
有
力
な
政
治
家
・
軍
人
、
経
済
界
の
大
立

者
、
著
名
な
思
想
家
等
々
が
次
々
と
現
れ
、
そ
う
し
た
歴
史
上
の
人

物
の
言
動
を
追
っ
て
い
く
な
か
で
、
歴
史
の
流
れ
が
感
得
さ
れ
る
よ

う
に
す
る
と
い
っ
た
ス
タ
イ
ル
が
、ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
。
も
ち
ろ
ん
、
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ど
ん
な
人
物
の
ど
の
よ
う
な
言
動
が
描
か
れ
る
か
に
よ
っ
て
、
浮
か

び
上
が
っ
て
く
る
歴
史
像
は
違
っ
て
く
る
の
で
あ
り
、
そ
の
選
択
・

配
置
・
描
写
の
巧
拙
が
通
史
の
出
来
を
多
分
に
左
右
す
る
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
歴
史
上
の
人
物
に
つ
い
て
の
叙

述
が
通
史
の
な
か
で
は
大
き
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

本
書
の
場
合
、
索
引
に
と
ら
れ
て
い
る
、
す
な
わ
ち
イ
ギ
リ
ス
史
の

理
解
に
と
っ
て
重
要
と
著
者
が
み
な
し
て
い
る
人
物
の
三
分
の
一
は

研
究
者
で
あ
っ
て
、
歴
史
上
の
人
物
が
登
場
す
る
機
会
が
相
対
的
に

減
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
書
の
本
文
に
研
究
者
が
多
数

登
場
す
る
の
は
研
究
史
上
の
問
題
に
関
説
す
る
た
め
で
あ
り
、「
イ

ギ
リ
ス
史
の
さ
ま
ざ
ま
な
重
要
論
点
に
つ
い
て
新
し
い
研
究
動
向
も

咀
嚼
し
」
て
叙
述
す
る
と
い
う
、
前
段
で
述
べ
た
本
書
の
長
所
を
明

ら
か
に
す
る
役
割
を
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
研
究
者
の
頻

出
は
、
本
書
を
よ
り
理
解
し
や
す
く
す
る
と
い
う
利
点
が
あ
る
と
言

え
よ
う
。
た
だ
、
歴
史
学
の
専
門
家
以
外
の
一
般
の
読
者
を
考
え
た

場
合
、
歴
史
研
究
者
の
名
前
が
（
多
く
の
場
合
、
や
や
唐
突
に
、
か

つ
簡
潔
な
文
章
中
に
（
６
）
）
挙
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
書
の
理
解

は
ど
れ
ほ
ど
深
ま
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
利
点
は
あ
ま
り
大
き
く
は

な
い
と
考
え
れ
ば
、
そ
の
分
、
歴
史
上
の
人
物
の
具
体
的
な
動
き
を

少
し
で
も
多
く
描
き
、
歴
史
の
動
き
に
よ
り
親
し
み
を
も
た
せ
る
こ

と
に
、
限
ら
れ
た
紙
数
を
用
い
る
と
い
う
選
択
も
あ
り
え
た
よ
う
に

評
者
に
は
感
じ
ら
れ
る
。

　
新
書
版
の
通
史
と
し
て
の
本
書
の
叙
述
の
し
方
に
つ
い
て
、
も
う

一
点
だ
け
感
じ
た
と
こ
ろ
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
本
書
は
、
繰
り
返

し
指
摘
し
た
よ
う
に
、
多
く
の
論
点
に
つ
い
て
、
近
年
の
歴
史
学
の

新
た
な
動
き
を
受
け
止
め
た
、
歴
史
学
の
専
門
家
で
あ
れ
ば
大
い
に

興
味
を
ひ
か
れ
る
説
明
を
与
え
て
く
れ
る
。
か
つ
て
の
進
歩
史
観
に

立
っ
た
分
か
り
や
す
い
通
説
は
も
は
や
維
持
で
き
な
い
こ
と
は
明
白

で
、
本
書
で
は
学
界
の
新
し
い
知
見
を
取
り
入
れ
た
叙
述
が
随
所
に

見
ら
れ
る
。
著
者
は
一
七
世
紀
の
部
分
で
、
そ
の
こ
と
を
も
っ
と
も

明
確
に
述
べ
て
い
る
（
一
一
六
～
一
一
七
頁
）
が
、
他
の
部
分
に
つ

い
て
も
、
か
つ
て
の
進
歩
史
観
の
通
説
が
批
判
さ
れ
、
新
し
い
議
論

に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
て
き
て
い
る
の
は
同
様
で
あ
る
。
た
だ
、
個
々

の
論
点
に
よ
っ
て
、
通
説
批
判
の
進
み
具
合
、
そ
の
切
り
口
や
深
さ

は
異
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
か
つ
て
の
進
歩
史

観
に
立
っ
た
通
史
的
叙
述
が
も
っ
て
い
た
長
い
期
間
を
通
し
て
の

（
本
書
で
言
う
な
ら
ば
講
を
ま
た
い
で
の
）
統
一
感
と
い
っ
た
も
の

が
、
現
代
歴
史
学
の
多
様
な
研
究
成
果
を
踏
ま
え
た
歴
史
叙
述
、
そ

し
て
、
そ
の
優
れ
た
一
例
と
し
て
の
本
書
か
ら
は
大
幅
に
失
わ
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
、
広
範
な
読
者
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
通
史
、
つ
ま
り
歴
史
の

大
き
な
流
れ
を
分
か
り
や
す
く
提
示
す
る
と
い
う
観
点
に
立
て
ば
、

各
時
代
の
変
化
と
そ
れ
ら
を
通
じ
て
の
統
一
性
を
体
現
す
る
要
素
の

存
在
が
よ
り
強
調
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
あ
っ
て
も
よ
い
よ
う
に
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思
わ
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
史
で
そ
の
よ
う
な
統
一
性
を
さ
さ
え
る
要
素

は
い
ろ
い
ろ
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
、
本
書
の
な
か
に
も
、
あ
く

ま
で
も
ひ
と
つ
の
例
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
（
７
）
、
そ
う
し
た
観
点
か
ら

見
て
重
要
と
思
わ
れ
る
論
点
の
糸
口
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

名
誉
革
命
の
説
明
の
と
こ
ろ
に
は
、
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
っ
た
。

「
王
、
貴
族
院
、
庶
民
院
」
の
三
要
素
か
ら
な
る
混
合
政
体
、
中

世
末
の
フ
ォ
ー
テ
ス
キ
ュ
が
と
な
え
た
「
政
治
共
同
体
と
王
に
よ

る
統
治
」が
法
制
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
国
制
の
原
則
は
、

修
正
を
加
え
比
重
を
移
し
な
が
ら
、今
日
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
る
。

（
一
四
二
頁
）

　
こ
の
引
用
文
に
あ
る
混
合
政
体
論
に
は
、
ま
さ
に
変
化
と
継
続
の

両
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
。
古
代
の
歴
史
家
ポ
リ
ュ
ビ
オ
ス
で
は
な

い
が
、
そ
れ
を
本
書
（
少
な
く
と
も
そ
の
後
半
部
）
を
貫
く
ひ
と
つ

の
筋
と
し
て
強
調
し
て
見
せ
る
こ
と
で
、
時
代
の
変
化
と
と
も
に
、

本
書
が
描
く
イ
ギ
リ
ス
史
の
流
れ
に
も
っ
と
統
一
性
を
感
じ
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
以
上
、
本
書
の
特
長
を
確
認
・
評
価
し
た
う
え
で
、
そ
の
特
長
ゆ

え
に
、
新
書
版
の
イ
ギ
リ
ス
史
の
通
史
と
し
て
は
少
し
疑
問
に
感
じ

た
点
を
率
直
に
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
意
を
つ
く
し
き
れ
て
い

な
い
憾
み
が
残
る
が
、
本
書
が
多
く
の
人
に
読
ま
れ
理
解
さ
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
、
本
稿
を
と
じ
た
い
。
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註（１
）
本
書
は
、
二
〇
一
四
年
三
月
の
第
三
刷
に
お
い
て
種
々
の
訂
正
が

加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
本
評
は
、
基
本
的
に
は
一
三
年
一
二
月
の
第

一
刷
に
よ
っ
て
い
る
。

（
２
）
拙
評
が
本
書
を
評
価
す
る
に
あ
た
っ
て
、『
●
●
史
10
講
』
シ
リ
ー

ズ
の
な
か
の
一
著
と
し
て
本
書
が
書
か
れ
た
と
い
う
事
実
は
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
著
者
が
、
本
書
と
『
フ
ラ

ン
ス
史
10
講
』・『
ド
イ
ツ
史
10
講
』
の
相
違
点
も
強
く
意
識
し
て
お

り
、「
こ
の
よ
う
な
違
い
は
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
の
違

い
と
い
う
よ
り
、
著
者
の
世
代
と
歴
史
感
覚
の
違
い
に
よ
る
の
で
は

な
い
か
」（
五
頁
）
と
述
べ
て
い
る
点
も
忘
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

こ
の
問
題
は
、
著
者
自
身
に
よ
る
本
書
の
註
解
論
文
、
近
藤
和
彦
「
註

釈
『
イ
ギ
リ
ス
史
10
講
』（
上
）
─
ま
た
は
柴
田
史
学
と
の
対
話
─
」『
立

正
大
学
大
学
院
紀
要
・
文
学
研
究
科
』
第
三
〇
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）

で
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、著
者
は
、同
論
文
の
後
半
部
分
で
は
、

本
書
の
第
４
講
ま
で
の
部
分
に
関
し
て
、
叙
述
を
補
い
、
割
愛
せ
ざ

る
を
え
な
か
っ
た
論
拠
を
明
ら
か
に
す
る
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
る

（
第
５
講
以
下
に
つ
い
て
は
、
同
紀
要
の
続
号
に
掲
載
予
定
）。

（
３
）
そ
の
よ
う
な
限
定
を
付
し
た
著
作
の
近
年
の
例
と
し
て
は
、
秋
田

茂
著
『
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
歴
史
』（
中
公
新
書
、
二
〇
一
二
年
）、
川

北
稔
『
イ
ギ
リ
ス
近
代
史
講
義
』（
講
談
社
現
代
新
書
、
二
〇
一
〇
年
）

な
ど
。

（
４
）
日
本
語
で
読
め
る
イ
ギ
リ
ス
史
を
通
観
し
た
新
書
と
し
て
は
、
訳

書
で
あ
る
が
、
ア
ン
ド
レ
・
Ｊ
・
ブ
ー
ル
ド
著
（
高
山
一
彦
・
別
枝

達
夫
共
訳
）『
改
訂
新
版
　
英
国
史
』（
文
庫
ク
セ
ジ
ュ
、一
九
七
六
年
）

が
知
ら
れ
て
い
る
。

（
５
）
こ
う
し
た
評
価
が
、専
門
が
著
者
と
近
い
評
者
だ
け
の
も
の
で
な
く
、

歴
史
学
界
で
広
く
見
ら
れ
る
こ
と
の
一
つ
の
傍
証
と
し
て
、
本
書
が
、

二
〇
一
四
年
五
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
史
学
雑
誌
』
第
五
号
「
二
〇
一
三

年
の
歴
史
学
界
　
回
顧
と
展
望
」
の
「
総
説
」（
小
松
久
男
氏
執
筆
）

や
「
歴
史
理
論
」（
吉
澤
誠
一
郎
氏
執
筆
）
で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

（
６
）
著
者
自
身
、
本
書
本
文
中
に
研
究
者
を
多
く
登
場
さ
せ
つ
つ
も
、

典
拠
表
示
な
ど
が
で
き
て
い
な
い
点
を
問
題
視
し
て
、
前
掲
の
「
註

釈
『
イ
ギ
リ
ス
史
10
講
』（
上
）
─
ま
た
は
柴
田
史
学
と
の
対
話
─
」

を
す
で
に
発
表
し
、
そ
れ
に
続
く
（
下
）
の
刊
行
を
二
〇
一
五
年
春

に
予
定
し
て
い
る
。

（
７
）
本
評
の
本
文
で
言
及
し
た
混
合
政
体
論
の
他
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な

論
点
が
あ
り
う
る
。
評
者
が
挙
げ
た
い
も
う
ひ
と
つ
の
候
補
が
、
イ

ギ
リ
ス
の
自
由(

主
義
）
の
伝
統
で
あ
る
。
著
者
は
、フ
ラ
ン
ス
革
命
・

ナ
ポ
レ
オ
ン
と
の
戦
い
を
首
相
と
し
て
指
導
し
た
小
ピ
ッ
ト
を
「
自

由
主
義
者
で
あ
る
」（
二
〇
四
頁
）
と
断
言
す
る
が
、
一
般
に
イ
ギ
リ

ス
の
自
由
主
義
者
の
系
譜
に
名
を
連
ね
る
の
は
、
ピ
ッ
ト
の
ラ
イ
バ

ル
の
フ
ォ
ッ
ク
ス
で
あ
り
、
こ
の
興
味
深
い
食
い
違
い
は
、
イ
ギ
リ

ス
の
自
由
（
主
義
）
の
と
ら
え
方
を
、
前
後
の
時
代
に
ま
で
広
げ
て
、

よ
り
長
い
ス
パ
ン
で
考
察
す
る
可
能
性
を
提
起
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。

（
本
学
文
学
部
教
授
）


